
Outcome

（厚労省共通指標・DPC 指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 分母のうち前回の退院日が 30日以内の救急医療入院患者数 ※救急医療入院（3**）のみ 

分母 退院患者数

収集

期間

調整

方法

26 再入院（30日） 30日以内の予定外再入院率

 前回入院時の治療が不十分であったこと、回復が不完全な状態で早期退院を強いた事によるなどの予定外の

再入院を防ぐ。 

最小値  0.00   25％値  1.42   中央値  4.05   75％値  4.94   最大値  9.21 

回答病院 66 

*参考値 民医連 2020年 7日以内再入院 

(最小値  0.00   25％値  0.82   中央値  1.25   75％値  1.57   最大値  2.45） 

 2019年と比較して、最大値、75％値、中央値が上昇しています。中央値の上昇が+0.77とやや上昇幅が大きい

ですが、全体的に大きな変化はありませんでした。 

各病院の再入院割合と平均在院日数の相関を調べて見ましたが、-0.20と相関は見られませんでした。 

30日以内の再入院では、7日以内再入院よりも、全体的に数値は低くなっています。 

（30日以内再入院は、様式1の救急医療入院（救急医療管理加算の算定理由 ア）ーコ））に該当する入院を分

子として抽出しているため、各病院の救急医療管理加算の算定状況によって再入院数が左右されます） 

30日以内再入院では、7日以内再入院よりも、治療上の問題に加え、高齢化や独居世帯の増加など、社会的な

要因もより多くなると考えられます。退院調整や退院指導の充実とともに、医療に加え、介護施設等も含めた

地域包括ケアを意識した地域連携が求められます。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2020年間数値報告 

考察・分析 

考察・分析 

2020年の改善事例報告はありませんでした 














